
2024年 11月 1日 

 

容器変更のお知らせ  
 

 

謹啓  時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

  平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

  この度、微生物学的検査の嫌気性菌培養・同定検査で使用しております嫌気ポーター（容器

No.60）について、容器販売元（テルモ株式会社）より、本容器の販売を中止する旨の連絡が

ございました。これに伴い、同等の性能を有する容器に変更させて頂きます。 

 先生方には大変ご迷惑をお掛け致しますが、事情をご賢察の上、何卒ご了承の程よろしくお

願い申し上げます。 

敬白 

 

記 

 

【容器変更】 

新 旧

容器No. 60 同左

容器名 シードチューブ 嫌気ポーター

容器の保管方法 室温 同左

有効期間 製造後 6ヶ月 製造後 2年

内容物 寒天、塩化ナトリウム、リン酸塩等 寒天培地、ブドウ糖、CO2ガス充填

販売元 栄研化学株式会社 テルモ株式会社

容器画像

※容器変更に伴う、受託要領の変更はございません。 

 

 

【変更時期】2024年 11月下旬より順次変更 

 

尚、詳細につきましては、営業担当者またはインフォメーションまでお問い合わせ下さい。 

 

 

本社 〒710-0834 倉敷市笹沖 468番地の 5 

インフォメーション TEL(086)427-2323 

ホームページ  http://www.oml-inc.jp 
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【新容器の使用方法】 

 

(＊) 検体を採取したガーゼは、滅菌ハサミで容器に入る大きさにカットしてください。 

ガーゼや滅菌綿棒で採取した検体が寒天の中に埋まるように入れてください。 

  寒天の中に入れることにより嫌気状態が維持され、嫌気性菌の死滅を防ぎ、培養検査での検出率の 

低下を防ぎます。 

 

 

 

 

 

 

以上 
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